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主催

後援

豊中商工会議所
 （阪急宝塚本線　岡町駅下車すぐ）

  発達支援に携わっている方

堅田利明

進展の防止

関⻄外国語⼤学短期⼤学部准教授
⾔語聴覚⼠ 博⼠（教育学）・吃⾳とは

・吃⾳の正しい理解と啓発

・吃⾳に伴う⼆次障がいとは
・⼆次障がいの防⽌   

⽇時

お申込み⽅法

参加
無料

講師

下記メールアドレス
もしくは、右記⼆次元コードから
必要事項(名前・電話番号・メールアドレス・所属・質問や
伝えておきたい事等・参加⼈数と名前）をご記⼊のうえお
申込みください。

〜専⾨家の役割〜

豊中市教育委員会

株式会社サルビア

お問い合わせ

お申し込み期限：�9⽉�10⽇

※詳細は裏⾯をご覧ください

理解・啓発

二次障がい

info@i-salvia.co.jp

※定員になり次第締め切らせていただきます。
 ご了承ください。

豊中市

・吃⾳の進展
・進展防⽌の意義
・進展防⽌と協動

info@i-salvia.co.jp 右記⼆次元コードから

問い合わせフォームより
お問い合わせください。

【メールアドレス】
 

【⼆次元コード】
 

担当：総務部 井出

定員
8 0名

の理解と⽀援

 広島⼤学⼤学院教育学研究科博⼠課程後期修了。⼤阪市⽴⼩児保健セ
ンター⾔語科、⼤阪市⽴総合医療センター⼩児⾔語科を経て、現在は関
⻄外国語⼤学短期⼤学部にて教鞭を執られている。97年に「吃⾳のある
こどもの親の座談会」を⽴ち上げるなど吃⾳の専⾨家として吃⾳のある
⼦どもやそのご家族への⽀援はもちろん、⽇本吃⾳・流暢性障害学会で
は⼤会⻑を務められ、吃⾳研究・臨床の発展にも尽⼒されている。主な
著書に『吃⾳のある⼦どもと家族の⽀援‐保護者の声に寄り添い、学ぶ 
暮らしから社会へつなげるために‐』がある。

(開場13:00)13:30~16:30
2023.09.17(日）

先生

吃⾳

  発達支援に関心のある学生
(教員、保育者、相談・療育に携わっている方）

(言語聴覚士、心理職志望など含む）

講演内容

原田神社

交番

目的地市立図書館

阪急岡町駅

岡
町
商
店
街

西口



岡町教室   豊中市岡町8-11シティヒルズウオアサ201号室
⼣⽇丘教室  豊中市⼣⽇丘2-16-3キャロル⼣⽇丘302号室
服部天神教室 豊中市服部元町1-3-15Leiwa服部天神201号室
庄内教室   豊中市豊南町⻄4-3-16Abbie淀川202号室
緑丘教室   豊中市向丘３丁⽬11-43�ピュアヒルズ向丘205
緑地公園教室 吹⽥市千⾥⼭⻄4-39
�      ���千⾥⼭ロイヤルマンション2番街D棟9号室
 

株式会社サルビア
 サルビアジュニアでは、公認⼼理師、臨床⼼理⼠、⾔語聴覚⼠、作業療法⼠など多様な専⾨性
をもったスタッフが発達に遅れや課題のある⼦どもたちを対象に児童福祉法に基づき、マンツー
マンで⼀⼈ひとりにあったオーダーメイドの個別療育を⾏っています。
 法⼈の理念である「多様性を認め、⼒に変える社会を創る」を推進すべく、お⼦様に療育を提
供するだけではなく、地域に根差した活動を通して⼦どもたちが安⼼して過ごせる居場所づくり
に⼒を⼊れています。

障害児⽀援事業
・児童発達⽀援・放課後等デイサービス・保育所等訪問⽀援・相談⽀援

サルビアジュニア  代表 市橋 拓
関⻄学院⼤学法学部
公共政策コース卒業後、
株式会社LITALICOに新卒で⼊社。
障害福祉分野で療育、就労⽀援等に
従事した後、2016年に地元豊中市で
株式会社サルビアを創業。
現在7期⽬。

講演会内容
 「吃⾳」と聞いて、その存在⾃体を知っている⽅は⽐較的多いと思われます。
 しかし、「吃⾳とは何か？」「吃⾳の⼦に対して周りはどのような対応をしたらよいのか？」など
と尋ねられた時、専⾨家として正しい情報を伝えることができる⽅は少ないのではないでしょうか。
 吃⾳のある⼦どもと保護者・家族が正しく吃⾳を理解し具体的な⽀援を知ることは、その後の吃⾳
のある⼦どもの暮らしに⼤きく影響します。その保護者が相談する主な場所として、医療機関、保
育・教育・療育現場が考えられるため、そこに属する各専⾨家が吃⾳を正しく理解し啓発していくこ
とが⼤切となるのです。
 この度は、吃⾳に関する研究や執筆をされている堅⽥利明先⽣をお招きし、吃⾳を含めた発達障害
の⼦どもを持つ保護者にどのように⽀援をしたらよいのか「理解・啓発」「⼆次障がい」「進展の防
⽌」の観点から講演をしていただきます。
 

↑HPはコチラから

専⾨性×マンツーマン×地域密着

講演会後に懇親会を岡町駅周辺で予定しております。
お時間ある⽅は、ぜひご参加ください。
詳細については別途、⽇が近づいてまいりましたら参加希望者にご案内いたします。

懇親会

運営からのご挨拶
� 発達⽀援をする中で、吃⾳を含む他の課題も同時に⽀援していく重要性やその難しさを感
じています。堅⽥先⽣はこれまで吃⾳、ASD、⾏動障害などへの⽀援に携わって来られ、今
は⼤学で特別⽀援教育を講じておられます。吃⾳への⽀援から他の発達⽀援にも通ずるユニ
バーサルな視点や学びを得たいと思います。相談⽀援事業所サルビアジュニア 髙塚広⼤


